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[image: image7.bmp] 去る10/16に東京地裁八王子支部で行われた秋山校長証言の速記録が届きました。秋山校長は、根津公子さんの教育者としての力量を認めながらも、（当時）根津公子さんを直接処分した八王子市教委の和田参事の力に屈したことを事実上認めた内容の証言となりました。抜粋で残念ですが報告します。全文をご希望の方は事務局までご連絡ください。（事務局）
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……中略……　　　　　　　

（萱野弁護士）一番最初のきっかけというのは，保護者から市教委に苦情が寄せられたということなんでしょうか。（秋山校長）そうです。(萱)　あなたは，保護者から寄せられた苦情について，具体的に，何人，誰と誰から，どういう内容の苦情であったのか，正確に掌握しておられるんでしょうか。（秋）してません。（萱）記録によれば，原告が，日の丸・君が代反対のビラを配ったというような苦情が市教委に寄せられているようですね。（秋）はい，そうです。（萱）これは不正確な言い方であって，ビラではなくて，授業でプリントに使ったわけですよね。（秋）そうです。（萱）そうすると，保護者からの苦情というものが，果たして正確なものなのかどうか，きちんと事実を確認した上のものなのかどうか，あなたはその保護者あるいは市教委に対して確認はされていないんですか。(秋)してません。（萱）苦情の具体的な内容，正確な内容，だれからいつ，何人から寄せられたのか，そういったことについては，聞いておられないんですか。（秋）そこまで，聞いてないです。（萱）証人のところに，直接保護者から苦情が寄せられたことはあるんですか。(秋)ありません。／甲第4号証，甲第5号証，甲第6号証を示す／(萱)今お見せしたのは，問題とされている授業を受けた3年生の保護者の方から，市教委あるいは学校に寄せられた文書ですが，これは御存じですか。（秋）はい，知っています。（萱）この3通の書面を見る限りでは，原告の本件授業について，非常に有意義であったというふうに，肯定的に評価した立場からの意見が述べられていますね。それは分かりますね。（秋）はい。／乙第13号証を示す／（萱）これは，あなた自身が市教委にあてられた報告書ですね。（秋）（うなずく）（萱）その4ページ目の下のほうですが，「2月24日（水）3年保護者一名より、根津教諭擁護の側からの訴えの手紙が校長と学年所属教員宛に届いた。」と，これが先ほど示したものの1つですか。（秋）そうですね。（萱）その下，2月25日の欄を見ますと，○○PTA会長が来られて，あなたが対応したんですね。（秋）はい，そうですね。（萱）「2月24日に◇◇副会長から電話があり、根津教諭擁護の方向でPTAとして動けないか。3学年委員会で話し合いをしたいとの話があった。」と，このような記載がありますね。（秋）はい。（萱）ＰＴＡの，特に3年生の保護者の間では，原告の授業について，肯定的に，原告を擁護する方向でＰＴＡとしては動こうとしていた，こういう事実は知っていますね。（秋）知っています。（萱）○○PTA会長は，それを，そういうことをしてはいけないというふうに言ったそうですが，そうですね。（秋）そうですね。(萱)○○さんという人は，あとで少し聞きますが，八王子の市議会で根津さんの授業を取り上げて，問題であるというふうに盛んに批判をした，高木市議会議員の後援会の有力な人物であるということは知っていますか。（秋）いや，知らないです。


……中略……
（萱）ところで，本件処分を行ったのは八王子市教育委員会ですが，都教委は，この問題についてどのような態度を執りましたか。(秋)・・・・。(萱)都教委が，本件についてどのような結論を出したか・あなたは知っていますか。(秋)・・・正確には分かりません。(萱)知らないことはないでしょう，都教委がどのような結論を出したか，知りませんか。（秋）・・・市教委に任せたので。(萱)都教委は市教委から処分の申請を受けて，調査の結果，先ほど見せたプリントの内容についても，それから，職員会議の内容を生徒に伝えた点についても，両方の点について処分に当たらず，このような結論を出したことは御存じですか。（秋）・・・分かりません。


……中略……

　これについて，教育者としてどのように評価されますか，どのように受け止められますか。

 (萱)今まで，大人たちがどういう反応を示したのかを聞いてきましたけれども，じや，本件授業，この甲第2号証のプリントを使った授業を受けた当の子供たちが，それをどのように受け止めていたのか，これについて，あなたは何か聞いていることはありますか。(秋)　いろいろな生徒がいます。(萱)で，どのような意見，どのような感想があったんでしょうか。(秋)直接，すべての生徒に聞いたわけじゃないです。私のところへ話に来た生徒については，根津先生の授業はよかったと，勉強になったと，そういう子が多かったですね。（萱）逆に，授業を聞いた当の子供の立場で，あの授業は問題であると、よく分からなかった，あるいは，こんな授業はひどい，そういった意見というのは何か出ていたんでしょうか。（秋）直接は聞いてないです。（萱）議員やマスコミや保護者だとか，回りの大人たちがどう受け止めたかという問題もさることながら，授業を受けた当の子供たち自身が，どのように受け止めて，何を考えたのかという視点から問題を見る・そういう視点も大切ではないんでしょうか。（秋）それはそのとおりです。／後に提出する甲第75号証，甲第76号証を示す／（萱）これらは，原告根津さんのホームページに，今年になって寄せられたメールなんですけれども，９９年2月16日から19日に行われた本件授業を受けた，当時の3年生の子供，女の子1人と男の子1人が、4年たって，今年寄せられたメールです。ちょっとプライバシーの問題があって名前は伏せてありますけれども，本文はこのとおりで，この中に，甲第75号証のほうを見ますと，これは女の子の意見ですが，1枚日の中ほど辺り，「私は中学3年間、先生に教えてもらえて・‥いえ、先生にお会いすることができて、本当に幸運だったと思っています。先生の授業の内容は、未だに私の心の中心にあって、考え方の基本になっています。何年経っても、決して消えることはないです。そんな授業を受けられる子供は、日本に何人いるんですかね。私は先生のやり方が間違っているとは思いません。先生の授業を受けて、無知ってことがどんなに怖いことか知りました。知らなければならないことはたくさんあるんです。真実も1つです。隠したり偽ったりするほうがおかしいです。それくらい、子供にだってわかることです。だから自信を持ってくださいね」と，このようなメッセ←ジが寄せられていますが，分かりますね。（秋）（うなずく）／後に提出する甲第76号証を示す／(萱)これは男の子です，「僕は、5、6年前に石川中学校で根津先生の家庭科の授業を受けた生徒の一人です。先生の事はとても印象に残っています。それまで男女別であった出席簿を混合にしたのも先生でした。先生は決して生徒を扇動してはいません。昔、こういう事を日本人は行っていたという事実、歴史。そしてこれから先は人間こうあるべきだという道徳的な事を教えていらっしやるのです。先生の授業は当時、僕にとってとても（言い方は変ですが）新鮮、強烈でした。先生が教えてくれなければだれがあの様に真剣に教えてくれるのでしょうか。先生の行う授業は必ず子供達に支持されるはずです。どうぞ自信をお持ちになって下さい。」と，このようなメッセージがあるのもお分かりですね。（秋）はい。（萱）あなたは，教育者として，このような子供の感想，卒業から4年たって，このようなメールを送ってくれる，これについて，教育者としてどのように評価されますか，どのように受け止められますか。（秋）・・何て答えていいか分からないんですが・・・。


……中略……　　　　　　　　（秋山）その平和教育そのものについては，たいへんすばらしい取り組みもありますので，それについては評価しています。

　

（和久田修弁護士）その間、平成10年度１９９８年度，あなたが赴任してから，例えば，石川中学校のいわゆる平和教育のあり方とか，そういったことについて，あなたの目から御覧になって，どういう状態でしたか。（秋）かなり熱心に取り組んでいるという，そういう認識はあります。（和）あなたも確か，社会科がもともと専門だということですね。（秋）はい。（和）社会科の先生の目から見ても，そういう平和教育に熱心に取り組んでいる学校であった。（秋）はい。(和)生徒さんはどうでしたか。（秋）生徒もかなりよくやってました。（和）そのことについての，あなたの評価はどうですか。（秋）・・・その平和教育そのものについては，たいへんすばらしい取り組みもありますので，それについては評価しています。（和）そういった教育の中で，原告の根津先生も随分頑張っておられたんじゃないですか。（秋）そうですね。（和）具体的には，どういうところ，何か印象にあるようなところはありますか。（秋）やはり実行委員会の指導中心でしたから。（和）何の実行委員会ですか。（秋）生徒の平和教育ですね，その一環としての。私は10年度ですから，修学旅行が中心でした。（和）根津先生は，その修学旅行の平和教育の実行委員会の指導をしておられたということですね。（秋）そうです。（和）あなたの目から見ても，非常に熱心に，かつ生徒もそれを熱心に受け入れていたということですよね。（秋）そうです。

……中略……

（和）そういうふうなことを，例えば，エイズ問題の厚生省の役人とか，そういったことになぞらえて，上のことにそのまま従うだけじゃ駄目だというふうに言うことは，学習指導要領に逸脱しているんですか，あなたの考えとして。（秋）・・・ちょっと理解が・・・。（和）さっき萱野代理人も言ってましたけど，厚生省や製薬会社ぐるみのエイズの隠しとかも，上から言われたから，そのまま悪いことだと分かっていても隠してたんだと。そういうことになぞらえて，決められたことをそのままやるということは，おかしいんじやないかというふうに生徒さんたちに話すと，このことは学習指導要領に逸脱してないわけでしょう。（秋）はい。

……中略……

　　　　　　　　　　　　　　……生徒を傷つけた……

（和）卒業式，現実には，外で日の丸を揚げて，君が代は，生徒さんが入場する前に，来賓さんに聞こえる程度に流したと，こういう程度なんですかね。（秋）はい。（和）ただそのときに，そういうふうにしたということを，卒業生の子で気付いた子もいましたね。（秋）いたと思いますけど。（和）その子たちがどういう気持ちになったかということは，あなたは知ってますか。又はどういうことがあったか，覚えてますか，卒業式の後。（秋）卒業式終わった後，2人の子が私のところへ抗議に来ました。（和）そういうことあったわけですね。（秋）ありました。（和）そういう子たちはどういう抗議をしてましたか。抗議の中身。（秋）詳しく覚えてないんだけれども，いわゆる国旗・国歌について，やったことについて，要するにその子たちの気持ちが聞き入れられなかったことについての抗議ですね。（和）そのときの，その抗議した子供たちのことはもう余り詳しく覚えてないですか。（秋）前日の夜も最後まで私とやり取りしていた子ですから、その子供たちについては覚えてます。（和）どういうふうに言ってました。（秋）言ってる内容までは，すいません，覚えてません。（和）あなた自身，その子たちが精神的に傷ついたんではないかというふうには感じましたか。(秋)それは感じました。

……中略……

（和久田）平和教育が国旗・国歌の反対，日の丸・君が代の反対と結び付いてるのではないかと，そういうものがあるかもしれないから資料を提出してくれと，こういうことですか。      （秋山）はい。

 (和)この卒業式やこの授業の件があった後，和田参事という人がいますよね。（秋）はい。（和）職責的には，教育委員会であなたの上司に当たる形になるんですかね。（秋）はい。（和）99年，卒業式以降ですけど，根津先生に関して，その和田参事のほうからあなたに対して，何か資料を提出するようなことを求められたことはありましたか。（秋）その報告書を出しただけだと思いますが。（秋）和田参事のほうから，根津さんが指導に当たった平和学習の資料などを提出するようにというふうに，あなたのほうに求められたことは。（秋）それはありました。時期はちょっと忘れたんですけど，ありました。（和）それはあったわけですね。（秋）はい。（和）で，時期は忘れた。（秋）忘れました。（和）大体いつごろか分かりますか。（秋）根津先生の聴き取りの・・・ちょっと覚えてないですね。（和）じやあ和田参事のほうが，その根津さんが指導に当たった平和学習の資料などの提出を求めたのはどうしてだということでしたか。理由は何か言ってましたか，和田参事は。（秋）平和教育といわゆる国旗・国歌の反対と結び付いてる部分があるのではないかということだったと。（和）で，何とか都教委のほうで処分してもらいたいと，こういうことですか。都の教育委員会，懲戒処分権者である都教委のほうに，そういったものを結び付けて報告をして，根津さんを何とか処分したいと，こういうような話だったですか。（秋）そこまでは聞いてないです。（和）平和教育が国旗・国歌の反対，日の丸・君が代の反対と結び付いてるのではないかと，そういうものがあるかもしれないから資料を提出してくれと，こういうことですか。（秋）はい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責・編集部）





　　　　「教育基本法を守る教員つぶし」として、教育行政から一連の攻撃を受けている根津公子さんは、『2003年4月から、通勤往復4時間かかる現在の調布中へ見せしめ異動させられており、これは、実質的な第5次根津処分であり容認できない』ということは、すでに「ほうせんか」でお知らせしてきました。都教委が自ら組合との間で決めた異動要綱を一方的に破ったこの見せしめ異動は、命令だけに従う教員作りのための「脅迫異動要綱」への先触れではないかと危惧されましたが、案の定、都教委は異動要綱を９月１日をもって一方的に改悪しました（☆通勤最長２時間まで☆校長の人事構想に合わない人は１年でも追い出すなど。）根津さん自身は、この不当異動に関して5月26日に東京都人事委員会に不服申し立てをし、母体の東京教組がこの問題に取り組んでおり、まだ、公開審理も開かれないうちの、いわば問答無用の教員弾圧といえましょう。

従来、学校では、10月中に教員の次年度の異動調整作業が始まり、校長は一人ひとりの教員と面接をはじめ、希望を聞くなどの調整をすることになっていました。が、今年は待っていたとばかりに改悪要綱を根拠に、｢あなたは要らない｡来年は異動してもらう｣と言い渡された教員が何人も出ました。根津公子さんと同じように教育基本法に則った教育を模索している教員の人たちです。第二、第三の根津公子さん続出という憂うべき事態になっています。このような人事異動勧告は、教員の人格を破壊し学校を根本から変えてしまうものです。3例の現場の状況を寄せていただきました。

　　　　　　　　　　八王子市Ａ小学校の場合

石川中裁判を支える会・会員　　　池野百合

人事構想・花いちもんめ

「あんたはいらない、あんたはほしい」


· 10月の始め、人事要綱について校長より説明があった。

いくつかの質問の後校長は、「現任校３年で異動対象になり、６年で必異動になる。移行措置で今年は８年以上の人は必異動・７年の人は来年必異動になる。但し校長の考え一つで１年でも出すし、６年以上でも留める。後１年で退職でも考慮しない。日の丸君が代に反対だから出すということではない。校長の人事構想に基づき異動対象か否かを構想する。人事構想は公表しない。」といい10月下旬より校長と職員との個別面接が開始した。

　その結果　●異動したかったのに異動は認めないといわれた人　●後３年で退職だから残って頑張ってくださいといわれてほっとした人　●後１年で退職なのに異動を勧告された人　●必異動でもなく異動希望もしていないのに人事構想に入れないから出て行ってといわれた人　●自分から異動を希望し「そうですか」といわれた人　などなど。そこで、どんなことを言われたかを繋ぎ合わせながらどうしていったらよいのかを私たちの職場会では話し合いを持った。どの人も不安は大きかったから。でも面接後半には、それなりに一緒に取り組んできた仲間意識の中に微妙な影が生じ始めてきた。それは、現任校での勤務年数に関係なくただただ「校長に文句を言ったり従わなかったりする人かどうか」の１点で線引きされたことが明らかになってからだった。全職員の中から２～３人だけはずすというやり方は実に巧妙な汚いやり方だ。しかも「あの子が欲しいあの子はいらない」の基準が明確でない事は校長にどう思われるかというさもしい根性が芽生えてしまうのが人間という物だから淀んだ空気が流れ始める。出て行く人は悔しさが心を覆い、残る人は踏み絵の後味の悪さに不安が増していく。傷ついた仲間にかける言葉探しに疲れてしまう。昨日までの友が妙にぎくしゃくしてくるわけだ。職場に校長が持ち込んだ３８度線は分断効果を徐々に徐々に増幅させていくだろう。そんなものにまんまと飲み込まれたくはない。どうしていったらよいのかはじめての経験にとまどっている。国労の人・全逓の人・沖電の田中さんの「人間らしく生きよう」の闘いが胸にずしんと響いてくる。こういう事だったんだなと・・・・・・・。

　

· 私自身は後１年で退職という身で「出て行ってください」と宣告された。

理由は、　①自己申告書を出していない〔私は人事考課の本人開示がされたら出すと言ってある〕　②都や市の方針に従わない教員を、推進する側の校長が人事構想にいれるわけがない。考えは自由だが公務員なのだから従うのは当然。

③職員会議での発言についてー都や市の通知や通達を憲法違反とか教育基本法違反とか指導要領の拘束性の逸脱等という人は出て行ってもらう。

　前回の職員会議に日の丸・君が代に関する校長提案があった。

「壇上に日の丸を張る・壇上で証書授与・君が代はピアノ生伴奏」それに対し

「卒業生が描いた自分の似顔絵をどかして、日の丸を貼り付ける。身近と好評だったフロアーで親や在校生と向かい合うやり方を顔を見せずに後ろ姿を見せるやり方に変える。こんなやり方にどんなよさがあるのか」と職員は今までのやり方を対峙させた。校長は、「都や市からの通達です。１歩も譲れません。」と硬直。その時私は、「そんな細かいところまで規定するのは大綱としての指導要領の性質を超えている。従って学テ判決の最高裁の文言から理解すると拘束力はないのではないか。しかも行政が教育内容どころか形式にまで通達命令を出すのは明らかに教育基本法10条２項違反だ。君が代は立って歌うべきだという一つの考えだけを教え込む結果になるようなやり方は、憲法にも学校教育法にも反している。校長の提案の根拠が、民主主義国家であり法規を守るというのであるなら矛盾している。判決を都合良く勝手に解釈しないで法の精神に則って欲しい。少数意見を大事にする余地がどれだけあるかが民度を示す。考え直して欲しい」と発言した。そのことが気にくわないと言っているのだ。

更に校長は「それから異動のことで説明した時の発言も気に入らない。なんであんな事を言うのか。関係ない。子どもの前に笑顔で立てないという考えは子どもを手段にしている。異動を具申されたら笑顔で立てないなんてとんでもない人だ。落語家は親の死に目でも笑って舞台に上がっている。民間では人事は社長が決めるのは当たり前。先生の異動は校長が決める事に世間の同情はない。結果が出れば全て好。ゴーン社長の首切りも結果で評価された。」と校長は言う。「言いなり人」製造株式会社社長なのだろうか。

あのとき私は、「こんな異動のやり方は非人間的。後半年も教育活動があるのに10月にいるとかいらないなどと本人の希望と無関係に言われたら、どんな思いがするかあなたは考えたことがあるか。子どもの前に笑顔で立てる環境作りをする事こそ行政は考えるべきなのに逆ではないか。教員から笑顔を奪うやり方は間違っている」と発言した。校長はそのことに腹を立てていたのだ。


· あんたの教育活動は「すばらしとはいえないがまーまーでしょう」校長の人事構想は子どものことも教育のことも考えてはいない。

「人事構想にいれないのは分かったが、教育構想に基づく人事構想でしょうから、私の教育活動や、子どもとの関わりで問題があるのか」と聞くと「すばらしいとはいえないがまーまーでしょう」という返事。つまり今回の異動は校長の数値目標達成のじゃまをしそうな目障りな奴をとばす構想でしかない。子どものことも教育のことも考えてはいない。トップが出したことを教育的観点や子どもの立場や憲法や教育基本法に照らし合わせて自分としてはどうかなんて考える良心はさらさら無い。とにかくどれだけトップの意に添った結果を出せるかだけを考えている。そうしなければ校長自身の評定に関わってくる。悪ければ降格平教員の道が待っている。地教委はそれだけの特権をやったのだから出来なければ責任をとれとばかり「やったか調査」で圧力をかける。後は校長同士の激烈な競争を降格や賃下げをちらつかせて煽り続ける。こんな事の結果は、「みんな違ってみんないい」とはほど遠いすさまじいことになる予感がする。２・３年前は、年に１度１月からの日の丸君が代を巡る話し合いの時にだけ硬直状況が生まれた。校長だって「これ以外は協力的でよく頑張ってくれています。」と市教委の事情聴取でも言っていたし、「君が代の歌詞は憲法上問題を感じるけど曲だけは何とか流したい」といっていたのだから「非国民さがし」はゆるやかだった。しかしここ１・２年で「逆らい人」探しは日常的・多項目的になり対象者をくっきり絞ってきた。自己申告書・学級経営案・週案・月毎の道徳実施届け・君が代音楽指導実施届け・キャリアアップ研修計画そして名札着用・職員会議の発言・土日の地域行事への参加度と次から次へと服従心をチェックする。そして校長は「私は行政の末端です」といいきり教育者ではない事を臭わす。ただ上からの指示を貫徹する事に躍起となっている。

だから学校教育法28条６項がある

校長はこうして簡単に国家行政に組み込まれてしまう。だから学校教育法は戦後「校長の命を受け」を削除し、「教諭は児童生徒の教育を司る」として校長と教諭を切り離し教諭は子どもの命を守る側に立つことを明記したわけなのだ。それなのに憲法・教育基本法・学校教育法で何重にもガードしたはずの「教育への国家的介入」が強行され、それに無力な私達がいる。今もそしてこれからも、あっちこっちで自尊心を傷つけられた人が「どう生きよう」「どう立ち直ろう」「どう声を上げよう」・・・と心重くするに違いない。こんな人権侵害を許しておいてはいけない。一刻も早く止めなくてはと思う。やめてやりたい気分にもなるが、それでは向こうの思う壺だ。喜ばせたくはない。だから悔しさを怒りに怒りを力に転化していこうよ！私達はちっとも間違ってはいないのだから。そしていじめ攻撃の中でともすれば恨みすさみ節になりそうな私を支えてくれたのは、悔しさを共感した職場の仲間の怒りと抗議に立ち上がる姿だった事を忘れまいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八王子市Ｂ小学校

石川中裁判を支える会・会員　　　　　Ｋ．Ｍ



私は今勤めている学校で定年を迎えるつもりでした。たっぷり10年いて子どもともゆっくりつきあって、地域や保護者をとりかこむ状況を多少でも理解しながら、最後となるだろうこの学校で５年目を迎えました。しかし来年は異動させられることになったのです。まさか異動要綱がこんなふうに改悪されるとは思ってもいませんでした。


· 新異動要綱は組合との充分な話し合いもないまま都教委が一方的に

強行したものです。

2003/6/26提示、7/10に改悪を強行したことでもその強圧的姿勢がよく現れています。私はこの2~3年の間に次から次へと教員への管理体制が強まるのを到底容認できず、一つのことが提案されるたびにその理由とそのことの持つ意味を管理職に問い直してきたつもりです。「こう決まったのですから従ってもらいます。」「校長の権限としてやってもらいます。」「理由は都教委に聞いて下さい。」等の答弁が多くなり、教頭はただ通知や通達類を皆にひたすら配布するだけでした。そして決まったことをどんどん実行していく管理職を見ていくことになるのです。業績評価の基となる自己申告書、週案、を毎週出させ、特に道徳の授業の内容チェック＝（報告）、君が代を教えているかどうかのチェック＝（報告）、子どもへの危機管理の一つとしての名札の着用（最初は胸につけていたが首から下げるものへ統一）、名札の表には各学校の特色を出す言葉を入れる（オンリーワンの学校作りなど）、更に学級経営案、キャリアアップ研修予定表提出等、多忙な日々がますますハードになるだけでなく自己自尊心をくじけさせるような中身や助言（？）に身も心も砕かれていくようでした。何の話し合いの保証もせず説明も一方的、質問も時には切断され、決まっているのでやりなさい！だけです。週案は私案です。たくさんのことを書き込んでいます。組合のことも、子どものことも。そんなものを見せるわけにはいきません。時数と予定だけのものを新たに作って管理職に見せる手間はありません。

例えば名札をぶらさげることはどんな危機管理となるのでしょうか？「こんな効果があるね」「こんな場面だったら名札なんかしていても意味がないね」等の議論の余地もありません。『もし学校に侵入してきた犯人が名札をしてきたら？』『名札をしていない人を本当に不審者にしていってよいのだろうか？』　毎日首から下げて子どもに自分の名前を見せ、名札を気にしつつトイレに行き（便器につく）、体育で石灰の補充をし（粉がつく）、子どもの頭にぶつかるかもしれない（ブラブラしている）、トラブルがあってすわって話すと名札がじゃま(ブラブラ)……。日常の中のちょっとしたことですが大変な負担となっているのです。子どもは生きているし、私たちも生きて動きっぱなしなのです。

私は不審者対策として自分なりに〔合気道＋柔道〕のようなものを夏休みに2年間かけて習いに行きました。少しは自信につながったと思います。（平の教員だって考えているんです。）子ども達にもいざという時の話をしていくこと、そしてどんな話をしていくことが重要なのかを職員間で意思統一していくことが必要と思っています。このこと一つでも職員会議が開けるはずですよね。校長は本当に必要と思えば会議を召集すればいいのに、何かトラブルがあったときだけです。今日の異動の具申は校長がどう書くかで決定されます。


· 人事構想（本校に必要な人材）7項目の２項目に私はあてはまらないの

で出ていってくださいとのことでした。生活指導は機敏です。授業は

楽しいです。でも、命令に従っていないので構想にはあてはまらない

のだそうです。

要綱は３～６年の在勤者は異動の対象となり校長の具申によって決まるとあります。枠はあってもないようなものです。すべて校長の意のままなのです。

今は、『学校選択性』も入りいかに学校独自のものを打ち出すかに管理職は夢中です。学力向上も大きな目玉でしょう。「サァー、いらっしゃいこんなすばらしい○○がありますよー。ぜひ来てみて下さい」　子どもは商品ではありません。勉強できなくたって、不登校の子がいたって、いじめられたり、いじめたり、いろいろなことがあって当たり前…。その解決や努力をするのは教員として当たり前です。そんな中でこそ教育の本質が試されていくのです。校長の意にそわない人物は出す、更に校長や教頭もしっかり教員管理をしないと降格されるという時代になりました。
人の人生をおびやかすひきょうな手段で心の自由まで奪おうとする力が今私たちに押し寄せているのをひしひしと感じます。

◆希望もしないのに異動させられようとしたのは私ともう一人いました。
　

彼女も校長から人事構想を見せられ細かく１項目ずつ合わない事を説明されました。その一つ一つがすべて彼女だけのことでなく学年としてやっているものだったり、係りの一仕事でまとめ役としてやっていること等、単なるこじつけにすぎないことと思えることばかりでした。又、「あなたは一生懸命やっているとは思えない」など休憩時に外へ出たりしている姿を見て判断している不当なものでした。彼女はひどく傷つき、組合や職場の人に自分の思いをまとめて不当であることを訴えました。このようなことはきっとこれから毎年続くであろうこと、一個人の問題ではないことを皆で話し合い、再度校長に話し合いを求めていくことを確認し交渉をもちました。その結果、後日校長の方から話があり、『残ってもよい』との答えが聞けて皆で本当に喜んだものです。けれど、又話があり、今度は『来年残るのだから一筆署名しなさい』という紙を渡されました。そこには約束事のようなものが書かれて、彼女は又ひどく傷つけられました（私たちも）。他の残る人にはそういうことをしないのに、彼女にだけそのようなことをする、それが差別でなかったら何なのでしょう！！（いじめです）。「そんなこと！」当然拒否をするともう一度確認のようなことをさせられ、彼女はもう本当にいやになってしまったのです。結局、自ら異動を希望する形となりました。こんなことって許せますか？私も彼女もみんな差別されたのです。ダメ人間のレッテルを貼られたわけで（これは相当のダメージ）、そして、いじけさせ、あきらめさせ、いうことをきかせていくようにするのですね。このような攻撃をどうかわし、打ち砕いてゆくのか、異動を一人で考えず一人の問題にしないで、皆で語り合えるような職場作りが欠かせないことです。それは、何のことでもあてはまるのでしょうね。でも、とてもむずかしい。


　　◆私や彼女のことを一緒になって夜遅くまで考えてくれ意見を何回も

　　言ってくれた職場の皆に心から感謝しています。

（そのことで救われたのです。）そうそうその雰囲気をいつまでも続けていこう！　言いたいことを言っていける職場でいよう！　どこへ飛ばされても仲間と分断はさせないしされないと固く決心しています。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八王子市Ｃ小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E・A

　　　誰も知らないうちに文科省の研究指定校に！

　五月のある日のことだった。同じ学校の教員に「文科省の研究指定校に学校がなっているの知っている？夫が研究指定校の書類のなかにうちの学校の名前を見つけたと言うのだけど。」と言われた。「まさかそんなはずないでしょ。四月に今年は指定校を受けないって言っていたじゃない。」私はこの四月に今の学校に異動してきた。12学級のうち、７人の担任が今年は代わった。去年まで市の研究指定校だったが、担任が半分以上新しいこともあって、今年は無理ということが確認されたはずなのだ。他の人に聞いても知らないと言う。それなのに、職員会議で突然、文科省の研究指定校に決まったと言う。もう断ることはできないと。職員朝会で話を出したと言う。たしかに近くの高校で川の研究をするので、総合的な学習で川のことを取り上げる学年があるので手伝って欲しい、というような話があった。でもその時に、文科省の指定校だなんて、一言も言っていなかった。だいたい文科省の研究指定校を受けるのに、朝の会でちょこっと言っただけで決める学校がある？しかも少エネの研究指定校も受けているのに！これがこの学校のスタートだった。そして異動の季節がきた。異動要綱も変わり、校長の権限で異動させることができるようになった。やはり職員朝会で校長が、「異動要綱が変わりました。（要綱の説明をだいたいした後）そういうわけで、私としては、名札をつけなかったり、週案を出していない人には、異動をしていただきます。」と言った。こんな重要な問題を、時間のない朝の会に言ってくる。十月末の面接。分会長のＡさんが呼ばれた。「名札をつけること、週案を毎週提出すること、キャリアプランを出すこと。１つでも欠けた人は異動していただきます。あなたは、週案も名札もできていませんので、異動してもらいます。」と言われた。「どんなにりっぱな授業をしてもですか。」と聞くと、「はいそうです。これが最低基準です。」との返事だったそうだ。彼は今年の研究推進委員長である。私の面接の番がきた。校長は開口一番「名札をつけて、週案を出してください。」という。「そのつもりはありません。」というと、「これは服務規程なので、それに違反する人は、異動を具申します。」とのこと。「それがあなたの人事構想ですか。」と聞くと、「今年来たばかりなので、私の構想は学校経営案を見てください。」と言っていた。それなのに翌日すぐに人事構想というものが机上に配られていた。その中には、名札着用・週案の毎週提出・看護当番の定着・再来年度の研究指定校の申し込み・学校評議員の職員会議等への参加・地域行事への教員の参加など、私が反対したことがたくさん入っていた。でも肝心な、どんな子どもに育てたいかということには触れられていない。要するに、校長がどんな学校を作りたいかは、子どものことより、どんな風に教員を管理したいかということのようである。面接の異動に関する聞き取りは、締め切りを過ぎても、全員の教員が終わっていない。異動させたい人に具申を告げるための面接だったようだ。


◆では、名札をつければ異動はなくなるのか。校長が朝会で異動のことを

言った翌日から、名札をつけた人がいた。彼女は面接で、町内会の運動

会に出てくるようにいわれたそうだ。ハードルはとめどもなく高くなる。

　私は昨年過員により、前の学校を異動させられた。まだ4年目で、異動のつもりはなかった。6年目の人がいたが、教務主任と高学年の担任で、校長は残したかった。この人たちは必要だから、残しても文句を言わないようにと平気で言った。結果4年目と3年目の人3人が異動した。そしてこの学校に来た。人がどんどん異動して、3年目という人が一番長く勤務している学校だった。1年でまた異動といわれるとは、考えていなかった。新しい人ばかりで、これからみんなで話し合って、色々なことを作り上げていこうと話していた。気に入らなければどんどん異動させる。生活設計もたたなければ、その学校でじっくり何かをやろうという気も失せる。権力を持ったら、何をやってもいいと勘違いしている校長が増えてきたようだ。学校を、自分だけの思い通りにして、行政にアピールできることをやって評価を高める手段に使っている。こんな学校はうちだけじゃない。今年は一挙に増えてきている。これが当たり前の学校になってきている。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



　　　　　　　　　　　　オブジェクションＴシャツ工房　　やまのかなた

「ほうせんかNo10」の、根津支援勝手連の活動報告・その⑤で報告させていただいた「石川中裁判を支える会」会員の有志の集まりであるオブジェクションＴシャツ工房の2種類のＴシャツは、皆様の御厚意に支えられて、2003年には非常に多くの売り上げを見ることができました。御礼申し上げます。2000円という値段やデザインの主張に迷いながらも「エイッ」と買ってくださった市民の皆様、不当な不利益差別にめげず教育基本法に則った教育を模索しているあちこちの教員組合員の皆様、及び組合員でなくても共に活動している未組合員の皆様、この厳しい状況の中で買って着用・意思表示をしてくださった皆様の熱意に心から感謝申し上げます。胸に「強制反対・日の丸・君が代」、背に「OBJECTION・HINOMARU・KIMIGAYO」とプリントしたものは、オブジェクションＴシャツ工房の最初からの主張であり2002年から販売しています。2003年3月、アメリカのブッシュ政権がイラク侵略戦争をはじめ、日本の小泉政権が多くの国民の反対の声を無視し「参戦協力」を始めた時、「戦争放棄」をデザインしたものを作成しました。これが今年2003年型の二つめのＴシャツで共によく売れました。

ある「石川中裁判を支える会」の会員さんが、沖縄の平和ガイドの友人にプレゼントされたこのＴシャツが、「ほうせんか」の花の種がこぼれて新しい芽を出すように拡がったお話を報告します。平和ガイドさんが着ていたＴシャツを見て気に入り、はるばる四国から大量にまとめて注文してくださった団体の方々がいます。小泉靖国参拝違憲訴訟を起こしている団体の一つである「真宗大谷派・靖国訴訟を支援する会」の方々です。そして、この会の中心となってご活躍なさっている高松市福善寺の釈氏（きくち）さんご夫妻のお骨折りで、この二つのＴシャツが海を渡り中国の【南京大虐殺記念館】に展示されることになりました。この夏、「真宗大谷派・靖国訴訟を支援する会」の方々が、中国の平和団体の方々と交流会を持った際、着ていたオブジェクションＴシャツが中国側の南京大虐殺記念館の館長さん等の目にとまり、話がまとまったという訳です。新しくリニューアルされた記念館に展示されるそうです。お世話になりました。

この手作りＴシャツの売り上げは、「石川中裁判を支える会」の活動資金になります。今後も、買って会を金銭的に支援してくださるだけでなく、着ていただいて一緒に「強制反対・日の丸・君が代」・「戦争放棄」の意思を表示をしませんか。この崖っぷちに立っている21世紀初めの社会的歴史的状況に「オブジェクション（異議あり）」と申し立てましょう。2004年には、もっと洗練された（？）デザインのものを考えていますので、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　前号で16日と誤ってお知らせしました。

　　　　　　　　　　　　　　申し訳ありませんでした。




　

裁判は大詰めになりました。都教委が処分なしと判断したにもかかわらず強引に根津公子さんを処分した当時の八王子市教委・和田参事には証人として法廷に出廷する責任があります。裁判所が和田参事の喚問をするよう傍聴者の声を届けていきましょう。
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